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口蹄疫は口蹄疫ウイルスが原因で生じる急性熱性伝染
病である．口蹄疫ウイルスはピコルナウイルス科（Picor-

naviridae）のアフトウイルス属（Aphthovirus）に分
類され，お互いにワクチンの効かない O，A，C，South 

African territor y（SAT）1，SAT2，SAT3 及び Asia1 の
7 つの血清型が存在する．ウイルス粒子は，直径およそ
30nmの正二十面体構造で，エンベロープを持たないプ
ラス一本鎖の RNAウイルスであり，ゲノムの全長はお
よそ 8.3kbである．
口蹄疫の主な感受性動物は偶蹄目動物であり，牛，水
牛，豚，山羊，緬羊等の家畜及び野生動物を含めた多く
の動物種で感染が報告されている．症状は発熱，流涎，
跛行が主症状であり，特徴的病変は鼻鏡を含む口周辺の
粘膜，口腔内の口唇部，歯齦及び舌部，蹄冠部（図 1，2）
及び乳頭周辺部の皮膚や粘膜における水疱，糜爛，潰瘍
である．農林水産省のホームページにおいて口蹄疫の症
状の写真が公開されているので参考にしていただきたい
［1］．このように，口蹄疫に感染した家畜は摂食と歩行
が困難となり発育障害あるいは泌乳障害により，経済的
価値を失う．幼齢動物の場合は心筋における変性壊死病
変，いわゆる虎斑心を呈して死亡する場合が多い（図
3）．水疱の中には大量のウイルスが含まれ，これが破れ
て周囲を汚染するほか，唾液，鼻汁，糞便，乳汁等から

も排出される．感染動物や汚染畜産物，あるいは人や車
輌を介して伝染し，エアロゾルによる空気伝播も起こ
る．口蹄疫ウイルスの伝染力は著しく強く，一度発生し
てしまうと急速に感染が広がり，防疫及び清浄化を行う
ためには甚大な労力を要し，さらに家畜及び畜産物の輸
出入の停止及び物流停止による間接的被害も含めると，
その経済的損失は莫大となる．日本では家畜伝染病予防
法に基づき殺処分等の防疫措置がとられる．
また，動物及び畜産物の国際貿易上のルールに関連し
て，国際獣疫事務局（OIE）の定める規約の中で，ワク
チン非接種清浄国，ワクチン接種清浄国，ワクチン非接
種清浄地域，ワクチン接種清浄地域，清浄コンパートメ
ント及び発生国の 6つの清浄度区分が定められている．
口蹄疫ウイルスの排泄及び伝播に関しては動物種に
よって異なり，ウイルス株によっても異なるが，一般的
には，牛は，豚のおよそ 100 分の 1 以下のウイルス量
で感染が成立し，豚は牛に比べ，およそ 1,000 倍のウイ
ルスを排出する［2］．したがって，牛は検知器（detec-

tor），豚は増幅器（amplifier）と称される．一般的に
感染動物は病変形成前にウイルスを排泄する［3］．また，
感染耐過，ワクチン接種後のウイルス感染及び不顕性感
染した反芻獣の咽頭部において，長期にわたりウイルス
の増殖及び排泄の続く，いわゆるキャリアー化が認めら
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図 1　蹄冠部にできた水疱 図 2　蹄の脱落
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蹄疫ウイルスによる発生が報告されている．韓国では
2010 年 1 月に血清型 Aが流行し，同年 3月には清浄化
したが，翌 4月には血清型 Oの発生が確認されている．
また，韓国では 2010 年 12 月以降，牛・豚・山羊・鹿
に対して 3 価（血清型 O，A，Asia1）混合ワクチンを
接種し，2014 年 5 月に口蹄疫ワクチン接種清浄国に認
定されたが，同年 7月には 3年ぶりとなる発生（血清型
O）があり，現在，2015 年 2 月時点においても収束は
みられていない（現在 116 件）．SATはその名の通りア
フリカ大陸を中心に発生のみられる血清型である．しか
し，血清型 SAT2 による発生が 2000 年と 2012 年に中
東及びアラビア半島でみられ，EUをはじめ周辺諸国で
は警戒が高まっている．一方，血清型 Cによる発生は，
1990 年代にはアジアでも報告があったが，2004 年にブ
ラジルとケニアで報告され，それ以降は発生の報告はな
い．
日本では 2000 年に 92 年ぶりとなる口蹄疫が発生し，
口蹄疫ウイルス O/JPN/2000 株（ME-SA topotype 

Pan Asia lineage）が分離された．本株は動物感染実験
の結果から，豚においては典型的症状（水疱形成等）を
示したが，黒毛和牛では典型的症状を示さず，ホルスタ
イン種，山羊及び緬羊は，ほとんど感受性を示さなかっ
た［5］．発生は牛のみで 740 頭が処分され，被害総額
は約 80 億円であった．その 10 年後の 2010 年には再び
日本で口蹄疫の発生があり，O/JPN/2010 株（SEA 

topotype Mya-98 lineage）が分離された．292 農場の
約 21 万頭が感染し，被害総額は約 2,350 億円と推定さ
れている．2000 年の発生時に認められた症状とは異な
り，感染した動物は典型的な症状を示し，O/JPN/2000
株に対して著しく感受性の低かったホルスタイン種牛，
山羊等でも発生がみられた．また一般的に増幅器と称さ
れ，大量にウイルスを排泄する豚に感染が広がったこと
により，我が国における歴史的な大流行となり，本発生
において我が国では初めてその防疫にワクチンを用いる
こととなった［6］．
現在も日本の周辺国では口蹄疫の流行が続いており，
侵入リスクの高い，予断を許さない状況である．本病は
早期発見が大切で，疑わしい場合には直ちに家畜保健衛
生所に通報する．日頃から家畜の飼養衛生管理基準を遵
守し，農場の衛生管理を十分に行い，ウイルスの侵入を
防止することが重要である．
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